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年度 男 女 １年生 ２年生以上 心理人間学科 他学科
2018 72 15 76 11 83 4
2019 71 17 83   5 84 4
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Appendix１　2018年度「人間関係概論」授業内容
回数 授業内容
第
１
回
＜ねらい＞
◦この授業の概要を理解する
◦体験学習の一連の流れを体験する
◦グループの中での自分のコミュニケーションの特徴に目を向ける
＜実習＞
「ピザパイ」，「朝刊に間に合わせろ」（カード型の問題解決実習）
第
２
回
＜ねらい＞
◦ラボラトリー方式の体験学習について理解する（コンテントとプロセス，体験学
習のEIAHE’のサイクル）
◦この授業での「私のねらい（行動目標）」を明確にする」
＜実習＞
コーチング・トリオづくり，実習「出会いの試み」，EIAHE’のサイクルの分析
＜小講義＞
「ラボラトリー方式の体験学習とは」，「体験学習のEIAHE’のサイクル」
第
３
回
＜ねらい＞
◦自分のコミュニケーションの特徴（話し方，きき方）に目を向ける
◦コミュニケーションのプロセスを観察する視点を持つ
＜実習＞
「はなす・きく・みる」
第
４
回
＜ねらい＞
◦相手の話をしっかり聴いてみる
◦普段の自分の聴き方についてふりかえる
◦“コーチング”について理解し，コーチングを通しての他者との関わりを試みる
＜実習＞
「聴く実習」，トリオでコーチング実習
＜小講義＞
「コミュニケーションモデル」，「コーチングとは」
第
５
回
＜ねらい＞
◦“グループの中のわたし”の特徴に気づく
◦グループで課題（仕事や作業）を行う際に生じるプロセスに気づく
＜実習＞
「ふくぶく村の宝さがし」（カード型の問題解決実習）
＜小講義＞
「グループロセスの諸要素」，「フィードバックの留意点」
第
６
回
＜ねらい＞
◦ふりかえることやフィードバックの意味を理解する
◦次の実習に向けて行動目標を明確にする
◦この授業での気づきや学びと日常とのつながりを考える
＜実習＞
ジャーナル・ピックアップ，行動目標のふりかえり，日常とつなげる
＜小講義＞
「ジョハリの窓」
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第
７
回
＜ねらい＞
◦コンセンサス（全員の合意）によるグループでの意思決定を体験する
◦コンセンサスによる話し合いを行う際に生じるグループプロセスに気づき，それ
に働きかける
＜実習＞
「相談する相手」（コンセンサス実習）
＜小講義＞
「グループでの意思決定」
第
８
回
＜ねらい＞
◦この授業全体をふりかえる＋締めくくる
＜実習＞
この授業全体をふりかえる，「“私”の変化曲線」，「プレゼント交換」
Appendix２　2020年度「人間関係概論」授業内容
回数 授業内容
第
１
回
＜ねらい＞
◦互いに知り合う
◦この授業を理解する
◦体験学習の一連の流れを体験する
＜実習＞
「ピザパイ」
＜小講義＞
「コンテントとプロセス」
第
２
回
＜ねらい＞
◦ラボラトリー方式の体験学習について理解する
◦プロセスをふりかえる
◦この授業での「私のねらい（行動目標）」を明確にする」
＜実習＞
実習「出会いの試み」
＜小講義＞
「ラボラトリー方式の体験学習とは」
第
３
回
＜ねらい＞
◦自分のコミュニケーションの特徴（話し方，きき方）に目を向ける
◦コミュニケーションのプロセスを観察する視点を持つ
◦この授業での「私が授業で取り組んでみたいこと」を明確にする
＜実習＞
「はなす・きく・みる」
＜小講義＞
「体験学習のEIAHE’のサイクル」
第
４
回
＜ねらい＞
◦相手の気持ちによりそう話の聴き方にふれる
＜実習＞
「カウンセリング的な聴き方（傾聴）」
＜小講義＞
「きもちがかよう『聴き方』とは」
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第
５
回
＜ねらい＞
◦“コーチング”について理解し，コーチングを通しての他者との関わりを試みる
◦自らの取り組みをふりかえる
＜実習＞
「相手の自己理解を目指した聴き方 （コーチング）」
＜小講義＞
「ジョハリの窓」
第
６
回
＜ねらい＞
◦コンセンサス（全員の合意）によるグループでの意思決定を体験する
◦コンセンサスによる話し合いを行う際に生じるグループプロセスに気づき，それ
に働きかける
◦この授業を閉じる
＜実習＞
「相談する相手」（コンセンサス実習）
＜小講義＞
「グループでの意思決定」，「グループプロセスの諸要素」
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